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扱う知財の 特徴･
分野・件数
等

広島大学は、12学部、4大学院研究科、１研究所、病院及び多数の研究センターを有する日本でも有数の規模を誇る総合大学であり、基礎研究から先
端研究まで幅広い分野において研究に取り組んでいます。したがって扱う特許も情報・IT、ナノ、健康、環境、エネルギー、エンジニアリング、バイオ、ラ
イフサイエンス、食品等々幅広い分野にわたり、合計国内特許679件、外国特許239件（令和4年4月現在）を有しています。これら特許を活用し、企業と
の共同研究や知的財産を用いた技術移転を行っています。

コン
タク
ト先

国立大学法人  広島大学  学術・社会連携室

〒739-8511  東広島市鏡山1-3-2

082-424-6031 082-424-6133

syakai-gl@office.hiroshima-u.ac.jp https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc

業務範囲 共同研究・委託研究等の組成

その他（利益相反マネジメント、安全保障輸出管理、知財に関する啓蒙活動）

活動の特徴・アピー
ル点・技術移転事

例等

広島大学では、学術・社会連携室知的財産部、学術・社会連携室産学連携推進部産学連携部門、及び、オープンイノベーション事業本部が一体となっ
て、産学連携活動を精力的に行っています。広島大学は、TLOがないため、知的財産部が中心となって、特許の技術移転に取り組んでいます。
令和元年8月には、ゲノム編集技術を核とした大学発ベンチャー企業を創設し、「Bio-Digital Transformation（バイオDX）産学共創拠点」としてのJST「共
創の場形成支援プログラム（COI－NEXT）」を採択されるなど、大学発の技術シーズを社会実装につなげる活動を行っています。
さらに、産学連携活動のDX化を目指して、令和3年10月に、ひろしま好きじゃけんコンソ-シアムを発足させました。
https://www.hiroshima-u.ac.jp/news/67298
https://www.sukijyaken.jp/

mailto:syakai-gl@office.hiroshima-u.ac.jp
https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc
mailto:syakai-gl@office.hiroshima-u.ac.jp
https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc

